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基本施策 松本城を核としたまちづくり

総合戦略局
お城まちなみ創造本部１　松本城三の丸エリア整備事業

⑴　目標
　二つの国宝を有する松本城三の丸及び旧開智学校周辺の将来像を示し、公民が連携して、「誰かに語り
たくなる暮らし」をつくり、松本城三の丸エリアビジョンの実現を目指すものです。

⑵　令和５年度の取組みと成果
ア　エリアビジョンの実現に向けて、６界隈で６団体が社会実験等のプロジェクトに取り組みました。
イ　令和５年 11 月に成果報告会（公開レポート＆フィードバック）を開催し、実施したプロジェクト
の報告と意見交換を行いました。
ウ　公民連携のエリアビジョン推進組織「三の丸エリアプラットフォームへ新たに１団体が加入し、
令和６年３月に公開プレゼンテーションを開催しました。計７団体が令和６年度に実施するプロジェ
クトを提案し、全てのプロジェクトがエリアプラットフォームのサポート対象として認定されまし
た。
エ　エリア全体の取組みとして、公共空間の清掃と参加者の交流等を目的とした三の丸ＣＬＥＡＮ＆
ＭＥＥＴＳなどを実施しました。

⑶　現状の分析と今後の課題
ア　実施したプロジェクトを効果検証し、イベント的な取組みから日常の暮らしのシーンとなる取組
みへつなげていくため、民間のプロジェクトの改善や検証結果をハード整備等に反映することが今
後の課題です。
イ　取組みを定常化するための仕組みや推進組織のあり方を検討し、「誰かに語りたくなる暮らし」の
実現を目指します。

⑷　現在までの経過と統計資料
ア　経過
平成	27 年度	 「松本城三の丸地区整備基本方針～大名町・土井尻界隈～」を策定
令和	 2 年度　�	 新型コロナウイルス感染症の影響を受ける飲食店等を支援するための緊急措置を活

用し、「街場のえんがわ作戦」として道路占用許可基準を緩和した公共空間利活用（テ
ラス席やベンチ等の設置）を開始（大名町通りや緑町・辰巳の御庭などで実施）

	  3 年度	 「松本城三の丸エリアビジョン」を策定
	  4 年度	 「三の丸エリアプラットフォーム」設立
	  5 年度　�	 ６界隈で６団体がプロジェクトに取り組み、その報告と意見交換を実施

	 	 公開プレゼンテーションを開催し、７団体が令和６年度に実施するプロジェクトを
７団体が提案して、認定
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基本施策 松本城を核としたまちづくり

総合戦略局
お城まちなみ創造本部２　国宝松本城南・西外堀復元事業

⑴　目標
　令和６年３月に策定した史跡松本城整備基本計画に基づき、「幕末期の松本城の姿を可能な限り具現化」
することを目指して、南・西外堀を復元します。

⑵　令和５年度の取組みと成果
ア　令和５年度末時点の事業用地取得状況は、取得予定面積 9,283.26㎡に対し、8,978.09㎡（取得率
96.7％）となりました。
イ　復元整備の根拠となる客観的な情報を収集するため、令和４年度に引き続いて南外堀西側を発掘
調査するとともに、南外堀東側や西外堀南側などの発掘調査をしました。
ウ　絵図資料や発掘調査結果にもとづく復元整備の基本的な考え方等を検討し、史跡松本城整備基本
計画を策定しました。
エ　水をたたえた堀の復元に向け、関係機関との協議を積み重ねるとともに、文化庁から現地指導等
を受けました。

⑶　現状の分析と今後の課題
ア　関係権利者の理解と協力を得ながら、令和６年度中に事業用地取得を完了できるよう、引き続き
交渉を進めます。
イ　復元整備の根拠となる客観的な情報を集めるため、引き続き西外堀北側などの発掘調査を行いま
す。
ウ　発掘調査の成果等を基に、復元整備に向けた設計方針を検討し、用地取得や発掘調査が進捗して
いる南外堀の検討を先行し、段階的に進めます。

⑷　現在までの経過と統計資料
ア　経過
昭和	51 年度	 「松本城中央公園整備計画」で外堀復元の基本方針を決定
平成	11 年度	 「松本城およびその周辺整備計画」を策定
	 19 年度　�	 教育民生・建設合同委員協議会において、外堀の復元と内環状北線（先線）を一体

的に整備することとし、具体的な対応等に着手することについて了承
	 24 年度　�	 都市計画公園区域を変更
	 	 文部科学大臣が南・西外堀の一部を史跡松本城に追加指定を開始
	 25 年度	 事業用地取得を開始
	 30 年度	 事業方針を堀復元から平面整備へと変更
令和	 ２ 年度　�	 市議会６月定例会において、水をたたえた堀復元のための調査、研究を進める考え

を表明
	 	 城西２丁目（医師会館跡地）の代替地整備に着手
	  ４ 年度	 文化庁へ水をたたえた堀を復元整備することについて協議し、了承
　	 	 南外堀西側において初めて横断的に発掘調査を実施
	  ５ 年度	 史跡松本城整備基本計画を策定
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基本施策 松本城を核としたまちづくり

建設部　都市計画課３　まちなみ修景事業
⑴　目標
　各地区のまちづくり協定に定めたデザインに基づきファサード（正面周辺部）を改修することで、城下
町の歴史的な景色に調和した魅力ある街なみを形成し、周辺観光施設や中心市街地との回遊性の向上を図
ります。（整備費用の3分の2相当額を補助。上限 300 万円）

⑵　令和５年度の取組みと成果
修景事業のニーズについて、お城周辺地区第2ブロックのまちづくり協定運営委員会に出席し、意
見を伺いました。

⑶　現状の分析と今後の課題
今後の修景補助のあり方について、まちづくり推進協議会やお城まちなみ創造本部と連携しながら
検討します。

⑷　現在までの経過と統計資料
ア　経過
対象地区　　　補助件数　　　　　　　実施期間
中町地区：　　　52 件　　（平成 元　～　　21 年度）
本町地区：　　　17 件　　（平成 13　～　　16 年度）
下町地区：　　　42 件　　（平成  6　～　　23 年度）
中央東地区：　　13 件　　（平成 18　～　　25 年度）
お城周辺地区：　 8 件　　（平成 30　～令和 4 年度）
計　　　　　　 132 件

5－1



－ 116 － － 117 －

基本施策 松本城を核としたまちづくり

建設部　建設課
　 　公共用地課４　松本城周辺整備事業

⑴　目標
　松本城南・西外堀復元事業、内環状北線整備事業ほか周辺環境整備を一体的に進め、水めぐる城下町の
歴史的風致の維持向上を図るとともに、歩行者が安全・安心に松本城を回遊できる空間確保のための道路
整備を行います。

⑵　令和５年度の取組みと成果
ア　内環状北線は、7月に対面通行化し、11 月に全面供用しました。
イ　市道 1057 号線は、用地買収・補償を実施しました。

⑶　現状の分析と今後の課題
ア　内環状北線は、令和6年度に歩道の中電柱をすべて撤去します。
イ　市道 1057 号線は、引き続き、関係権利者個々の具体的な条件整備を進め、事業進捗を図ります。

⑷　現在までの経過と統計資料
ア　経過
昭和	35 年度	 都市計画決定（内環状北線）
平成	 2 年度	 都市計画変更（白板交差点～今町交差点・30 ｍに変更）
	  9 年度	 都市計画変更（今町交差点～松本城入口の道路幅員 31 ｍに変更）
	 11 年度	  「松本城およびその周辺整備計画」を策定
	 19 年度　�	 教育民生・建設合同委員協議会において外堀の復元と内環状北線（先線）を一体的

に整備することとし、具体的な対応等に着手することについて了承
	 21 年度	 地元説明会開催
	 22 年度　�	 地元説明会を 5回開催し、南・西外堀復元計画及び内環状北線（先線）の整備計画

の素案を提示。内環状北線の現況測量及び土質調査を実施
	 23 年度　�	 松本城南・西外堀復元事業、内環状北線整備事業の地元対応窓口「松本城周辺整備課」

設置。 地権者等全ての関係者に対し、権利調査及び意向調査実施
	 24 年度	 松本都市計画道路事業（3・2・12 号 内環状北線）認可
	 25 年度	 内環状北線の事業用地取得を開始
令和	元 年度	 市道 1057 号線の事業用地取得を開始
	  2 年度	 内環状北線の電線共同溝ほか道路整備工事に着手
	 	 市道 1056 号線の工事に着手
	  4 年度	 市道 1056 号線の一部完成
	  5 年度　　内環状北線の全面供用
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基本施策 地域交通ネットワークの拡充

交通部　交通ネットワーク課１　総合交通戦略の推進
⑴　目標
　過度な自家用車依存の社会から歩行者・自転車・公共交通の優先へ転換し、脱炭素社会の推進や人中心
の交通まちづくりを実現するため、地域特性に応じた適切な交通手段をかしこく選択できる移動環境とそ
れをシームレスにつなぐ交通体系を構築する施策を推進します。

⑵　令和５年度の取組みと成果
ア　路線バスの交通キャッシュレス決済について、QRコードを活用した決済方式によるぐるっとま
つもとバス全路線を対象とした本格運用を 11 月から開始。さらに、2月からクレジット決済機能を
拡充し、海外も含めた観光客など来松者の路線バス利用の利便性向上を図りました。
イ　交通まちづくりにぎわい創出事業について、自動車の通過交通の抑制を図るため、中町通りでト
ランジットモールを計9回行い、公園通り及び新伊勢町通りで歩行者天国を計 13 回行いました。
ウ　渋滞対策として、時差出勤やテレワークによる通勤時間帯の交通量ピークを分散する取組みにつ
いて、企業数を拡大して実施しました。
エ　平田駅パークアンドライド駐車場において、舗装補修に合わせ区画線を引き直し駐車区画台数を
33 台増やし、利用者の利便性向上を図りました。

⑶　現状の分析と今後の課題
ア　交通キャッシュレス決済について、令和8年春の交通系ＩＣカード（地域連携ＩＣカード）の導
入に向け、引き続き関係機関等との調整を進めます。
イ　渋滞対策について、多くの企業に時差出勤やテレワークの取組みを呼びかけ、通勤時間帯のピー
ク分散を拡大します。
ウ　パークアンドライド駐車場について、企業等への周知を行い、新規利用者の増を図ります。

⑷　現在までの経過と統計資料
ア　経過
令和	 3 年度	 松本市総合交通戦略を改定
	 	 中町通りにおいて、地元が主体となって、通過交通を抑制する取組みを実施（計 10 回）
	  4 年度	 路線バスの交通決済キャッシュレス化の実証実験を一部路線で開始
	 	 中町通りにおいて、地元が主体となって、通過交通を抑制する取組みを実施（計 8回）
	  5 年度	 交通キャッシュレス決済の本格運用を開始

	 	 中町通り、公園通り等において、地元が主体となって、通過交通を抑制する取組み
を実施（中町計 9回、公園通り等計 13 回）

イ　統計資料
　年度別パークアンドライド駐車場利用台数・利用率

年度 新村駅（50 台） 平田駅（※収容台数） 大庭駅（51 台）

令和3 4,823 台・26％ 38,690 台・80％ 14,070 台・76％

令和4 台数調査未実施 41,307 台・80％ 12,676 台・67％

令和5 台数調査未実施 42,198 台・74％ 12,817 台・69％

※　平田駅パークアンドライド駐車場の収容台数　R3以前：133 台、R4：142 台、R5：175 台
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